
新技術を使い，未来へ繋げる
Next Generation 〜次世代〜

新技術を積極的に取り入れています。
樋門・樋管では、CIMの導入により3D
モデルを作成し、配筋チェックそして
底版部の鉄筋組立ではホロレンズの3D
データーを活用する実証実験も行いま
した。ICT土工・ICT舗装を施工すること
で生産性の向上や4週8閉所にも取り組
んでいます。

ホロレンズからの視点

ホロレンズ使用

私のスピリッツ

私は父親が土木の仕事に携わっている事もあり、構造物が出
来上がっていくスケールの大きさを間近で見て感動し、土木
技術者を目指しました。
入社2年目でわからないことがありますが、新技術に触れ優し
い先輩⽅と職⼈たちに教わりながら⽇々の成⻑に励んでいま
す。
今後はこの経験を活かし、すばらしい構造物を作る事で地域
に貢献していきたいと思ってます。

休⽇の過ごし⽅

4週8閉所のモデル
現場なので休みは
取りやすく休⽇で
は、読書や仲間と
大好きなゴルフを
してリフレッシュ
しています。

H30⻤怒川右岸鴻巣排⽔樋管改築⼯事

担当技術者 佐々木 元太（23歳）

下館河川事務所と排⽔樋管・築提⼯事に取り組んでいます

当現場では

CIMモデル

鬼怒川緊急対策プロジェクト


